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研究成果の概要（和文）：本研究では,保育者が自らの転機についての語りから,転機の要因や転機における保育者の自
己の変容について明らかにする。具体的には,まず,保育者の成長に関連性が強い保育者効力感を縦軸としたライフライ
ンを記入し,保育者の転機の時期やその要因,プロセスについてインタビューを実施する。そして,そこで得た言語デー
タをSCATを用いて分析を行う。その結果,転機の要因として3つのカテゴリーと異動との関連性が示された。そして,保
育者が転機を「問題認識,省察,将来の展望,困難な状況の発生,他者との相互作用の活性化,他者との実感と展望の共有
」,以上6つの段階のプロセスとして認識していることを示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examine the expertise required for nursery school and 
kindergarten teachers in modern society by clarifying the factors of self-formation at their turning 
points through their recollections of their own experiences of turning points. Specifically, the first 
step is to fill in the lifeline chart with a vertical axis that gives "a sense of efficacy of nursery 
school and kindergarten teachers," which is deeply related to their growth; to conduct a semi-structured 
interview to obtain insight into the timing, factors, and processes of their turning points, using the 
chart as an incentive; and to analyze the obtained language data using SCAT. As a result, the 
relationship between three categories and the transfer was defined as the driving factor of the turning 
points, which indicated that nursery school and kindergarten teachers recognized their turning points as 
a process consisting of the following six phases.
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１．研究開始当初の背景 
時期区分される保育者の成長 

現代社会においては，少子化，過疎化，高

齢化などが急激に進み，その変化に対処する

ために，教師，看護師，助産師などのさまざ

まな職業領域では，養成期における教育だけ

ではなく，現職においても専門性を高める現

職教育の必要性が高まっている。そのため，

人を生涯にわたって変化していく存在とし

て捉える「生涯発達」の概念が取り上げられ

た。そして，どの時期にどのような発達が求

められるのか，その発達過程の特徴や平均値

などを明かにすることで，現職教育へ寄与す

る知見を得ることを目的とした研究が行わ

れてきた。 

保育学の領域においても，この動向は同様

であり，経験年数によって区分し，その区分

ごとの特徴や平均値を比較することで，その

差異を明らかにし，保育者の成長を捉える研

究が数多く行われてきた注１）。 

初心者群，中堅群，熟達群などと，保育経

験年数を基準にして，保育者を分類し，カテ

ゴリ間を比較する研究は保育者効力感や保

育者アイデンティティなどの心理尺度を用

いた統計的な研究だけではなく，インタビュ

ーや観察などによる質的研究で数多く見ら

れる。 

個人の多様な変化のプロセスと転機 

しかし，近年の生涯発達研究では，発達を

右肩上がりで，一方向的なものとして捉えよ

うとする発達観が批判された。そして，発達

が社会的，文化的，歴史的な文脈の中に埋め

込まれ，それらとの相互作用が発達に重要な

意味を持つことが示され，発達が多方向性と

多次元性を持ち，個人の多様で複雑な発達の

径路を理解する必要性が示唆されてきた（サ

トウ 2006）。 

それでは，どのようにすれば，個人の多様

で複雑な発達のプロセスを理解することが

できるのだろうか。それに対して，杉浦

(2004)は，個別性，一回性を持つ個人の心の

変容のプロセスを明らかにするためには，そ

の人にしか起こらなかった出来事である転

機の体験を明らかにする有効性を示した。ま

た，ブラマー(1994)も，転機を明らかにする

ことで，「実際に変化を経験した時に起こる

現象を説明するための思考体系を得る」と述

べ，転機の語りから，その一連の出来事にお

いてその人が抱いた思考や認識，その体系が

理解できることを示し，その人の心の多様な

変容を読み取る可能性を示唆した。 

保育者の成長における転機 

しかしながら，これまで保育者の転機につ

いての研究は岩崎(2004)らの保育者のライ

フヒストリー研究の中で，保育者のライフヒ

ストリーの一部の出来事として扱われてい

るのみであった。そのため，転機の要因やそ

の結果は示されているものの，その転機に関

する一連の経験と出来事のプロセスは捨象

されてきた。 

 
２．研究の目的 
そこで，本研究では，急激で多様な変化が

生じる現代社会において，保育者がどのよう

に成長してきたのか，その成長の多様なプロ

セスを明らかにするために，保育者の転機の

体験に着目する。そして，転機の体験とそこ

での保育者の自己形成プロセスについて明

らかにすることで，現代における現職教育に

新しい視座を得ることが可能であると考え

た。 

 
３．研究の方法 

本研究では、全体として３年間の研究期間

に、まず、初年度は、保育者の転機の要因、

時期など、基本的な質問項目を作成、実施を

行い、保育者の転機に関する基礎的な量的な

調査を実施する（平成25年実施）。次年度に、

それらの基礎資料をもとに、対象者を選定し、

対象者に対してインタビュー調査を行い、保

育者の転機の事例を収集し、その経験におけ



る成長プロセスについて、質的研究の視点か

ら明らかにする（平成 26年実施）。最終年度

に、これまでの研究の成果をもとに、どのよ

うな時期に保育者に対してどのような研修

内容が適切なのか、検討を行い養成教育、現

職教育への新たな視座として、新たなプログ

ラムの作成を行う。 

 
４．研究成果 

転機の要因として、資格取得や昇進などの

【個人的要因】と、子ども中心主義的な教育

思潮の広がりなどの【社会的要因】、そして、

気の合う保育者との出会いなどの【コミュニ

ティ的要因】の 3つのカテゴリーと異動との

関連性が示された。 

さらに、保育者が自らの転機を「問題認識、

省察、将来の展望、困難な状況の発生、他者

との相互作用の活性化、他者との実感と展望

の共有」、以上６つの段階から構成されるプ

ロセスとして認識していることが示された。

そして、保育者個人だけでなく、他の保育者

と実践コミュニティを形成し、コミュニティ

が将来の展望を共有することの重要性を示

した。 

転機における他者とのかかわりについて

は、保育者が 5 つの場にいる他者と，4 つの

ストラテジーを用いて関わってきたことを

KJ 法によって明らかにした。そして，他者×

かかわりのχ2 検定から保育者が他者の場に

応じてかかわりのストラテジーを使い分け

ていることが示され，見て学ぶ徒弟ストラテ

ジーは同じ園の同僚保育者が多く，一方的に

教そわる教授ストラテジーは研究者など地

域外の専門家が多いことが示唆された。 

さらに，他者とのかかわりを３つのレベル

で意味づけてきたことをPAC分析で明かにし

た。そして，意味×他者のχ2検定からその意

味づけに応じて他者が所属する場に違いが

あり，家族などの身近な他者が保育実践の基

盤となり，地域に暮らす他業種の他者が保育

実践の変容を生み出すことが示された。それ

らの結果から，保育者の実践コミュニティの

再構築が，保育者の意図によって主体的に促

される場合と，偶然に出会ったことで偶発的

に促される二面性が存在することが示唆さ

れた。 
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